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（独）国立病院機構理事（雇用管理担当）選任理由 

 

 本法人の使命は、患者さんの目線に立ち、懇切丁寧な医療を提供

するとともに、質の高い臨床研究、教育研修を将来にわたって継続

することにより、国の医療政策として機構が担うべき医療の向上を

図り、もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することにある。 

 

 これらの使命を果たすため、当法人が緊急に取り組むべき課題と

しては、 

 １．地域医療構想を踏まえた機能転換・再編など、医療機能の明 

確化 

 ２．平成３１年度における経常収支の黒字化に向けた投資の見直 

しなど、経営改善の取組み 

 ３．働き方改革への対応など、適正な労務管理 

 ４．情報セキュリティの強化など、個人情報の適正な管理 

が挙げられ、これらのうち、経営改善と労務管理については、現在

は副理事長が一括して陣頭指揮を執る体制となっている。 

これは、平成２４年６月から、労務管理を個別に担当する役員が

不在となっていることによるものであるが、 

１．全国１４１病院を統率する労務管理は、国における働き方改革

等に沿って、従来の価値観にとらわれることなく、長時間労働の

是正などに率先垂範して取り組まなければならない新たな重要

課題であるとともに、 

２．各病院の経営改善は、当法人が使命を果たす上での土台でもあ

ることから、 

双方を同時に、かつ、最大限の成果を実現するための体制として、

雇用管理に特化した担当理事を配置し、副理事長は、経営課題を中

心に法人運営全般を統率するという、安定的発展に向けた基盤づく

りが急務となっている。 

 

 本件公募に対しては、６人の応募があり、選考委員会による書類

選考で５人に絞られた候補者について、選考委員会が面接を行った

上で、最も高い評価を得た者と他の候補者に対する評価を任命権者

である理事長に提示し、理事長が選考委員会で最も高い評価を得た

佐藤美幸氏を選任したところである。 



 

 同氏は、大規模組織のマネジメント、医師、看護師、事務職など

他職種からなる医療機関の雇用管理及び管理職の経験が十分にあり、

かつ、職員の視点に立った適切な勤務体制を構築するという明確な

目的意識を持っていることなどが、選考委員会によって最も高く評

価されたものである。さらに、同人は、医政局在職時に、医師の働

き方改革に携わっていたという強みを持っており、理事長もそうし

た能力と情熱に大いに期待しているところである。 



 

選考委員会の属性について 

 

【厚生労働省】 

 

・独立行政法人国立病院機構 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

   ・大学名誉教授   １名 

   ・病院経営者    １名 

   ・会社役員     １名 

   ・公認会計士    １名 

   ・ジャーナリスト  １名 
                

    計        ５名 

 


